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今年もオフシーズントレーニングを行いました 
神奈川県スキー協議会組織部担当 馬 場 英 明 

 

10 月 15 日に開催した県スキー協今年のオフトレは残念ながら雨。会場を反

町公園から県スキー協事務所に会場を変えて開催しました。 

 参加者はモルゲン２人・ＤＳ３人・ＳＧＲＴ３人計８人。講師は鹿沢レーシ

ングプレイスの稲葉慎一郎さん。稲葉さんは冬鹿沢でジュニアを中心にレーシ

ングのコーチをしています。 

 

 午前９時に集まった面々。早速静的ストレッチからスタート。あちこちから

うめき声が聞こえます。なにか拷問にあったような・・・・。 

 メニューは股関節と体幹、そしてお尻の筋肉(大殿筋)のトレーニング。マーカ

ーやチューブを使って自宅や部屋でできるもの。 

 

 参加者の感想 

トレーニング方法大変参考になりました。チューブを使って普段使わない筋肉を鍛

えたり、関節を上手く使うためのストレッチなど、スキーに役立つトレーニングで

した。 吉越(SGRT) 

 

残念ながら初の雨開催。稲葉講師は狭い空間でもできる運動をやりました。横に

寝ながらやるのは、テレビ観ながらもできるので良いな

と思いました。体の動かし方を忘れてましたが、最後のお酒は美味しい。高

橋(SGRT) 

 

 最初は腰を中心に正面を向いて大きく踏み出す、次が寝そべって足と腕

を空中に上げる、次が四つ這いから片足を外側から手の脇に持って来てか

ら両手で歩くを繰り返す、ゴム輪に両足を通して横に歩くという運動でし

た、コーチは筋肉痛になると予言してましたが、まさにその通りで、シーズ

ン前にトレーニングを心掛けます、 井上(モルゲン) 

講師の稲葉さん 
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10月 15日オフトレに参加してきました。当日はあいにくの雨。会場を神奈川ス

キー協事務所に変更し、室内での静的ストレッチと体幹トレーニングとなりまし

たが、ゴムチューブを使った負荷トレーニング、三角コーンを用いた横方向への

往復移動はスキーヤーに必要な股関節の動きと可動範囲を鍛えることが出来大変

勉強になりました。今回習ったことは自宅の部屋でも出来るのでルーティーンと

して取り入れて行こうと思います。宮川ヒデ(モルゲン) 

昨年に引き続き身体づくりを教えていただき、とても役に立ちました。柔軟性がな

いので毎日教えていただいた体操とスクワットをやっています。(馬場文月) 

 参加者は稲葉さんの丁寧で分かりやすいメニューで約一時間体を伸ばしシーズンインに向けたヒ

ントを持てたようです。 

 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

新会員獲得への努力語られる 

第 57期神奈川スキー協上期クラブ代表者会議 
神奈川県スキー協議会会長 杉田 厚 

 

毎年シーズン前に、各クラブ行事の共有と新会員拡大などを主なテーマに開催しているクラブ代表

者会議を 11月 22日に開催しました。 

悠遊ＳＣ、横浜モルゲンロートＳＣ、エルベＳＣ、横須賀スノードルフィンＳＣ、ＳＧＲＴ、スノ

ーブリーズ．ＳＣの６クラブから７名が参加しました。 

最初に杉田会長から、 

・昨年の県スキー協の取り組みの特徴（①コロナ禍を超えたクラブ行事の活発な開催、②県行事の

参加人数の激減、③クラブの会員獲得の努力、④指導員養成が急務） 

・今シーズンに向けた運動の柱（①魅力あるクラブづくりで会員獲得、②県行事（祭典、春祭典、

オープニング）の成功、③神奈川指導員養成学校で指導員誕生） 

がクラブ組織調査結果や各クラブ行事予定表を活用し報告されました。 

そして、その後各クラブの取り組みを交流しました。 

クラブからの発言では、クラブ会員の高齢化による行事開催の困難や、新会員獲得がクラブの目標

としてクローズアップされていることとそのための具体の方策について発言されました。 

また、クラブ会員が少人数であることから他クラブとの共催の要望も発言されました。 

今年の取り組みを通じてスキー協と各クラブの状況を出し合い新会員獲得のための努力や工夫が

共有された有意義な会議となったと感じました。 

各クラブの発言の概要は次の通り。 

悠遊 SC：県行事への参加について、オープニングは 10人から申し込み。 

県祭典は８人くらいを予定している。 

クラブまつりはこれからだが 20人～30人参加の予定。 

新会員獲得のためにクラブ勧誘のチラシを 2,500枚作った。知り合いや団体に配布して

拡大に奮闘中。 
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その意識からか先週の例会に知り合い３人が参加。 

50歳代の参加が 10年ぶりにあった。 

モルゲン：県祭典の参加は３人程度でこれから。 

スポーツをやろうよというジモティへので何人かがクラブ行事に参加してきている。が、

参加はするが継続するのかが難しい。 

1/21・21に会津高原たかつえスキー場で技術向上に力を入れた合宿を予定。 

カービングもモーグルも深雪も技術向上を図る。 

他クラブからの参加も呼び掛けている。 

エルベ ：高齢者のクラブになり足がないなど行事も困難に。 

毎月の例会は継続してやっていてつながりは濃い。例会は、年に 12 回開催、10 人くら

い集まりハイキングや山に行こうと計画を立てている。 

ＳＧＲＴ：クラブ行事は 1月下旬に「クラブ大遊び」をオグナほたかスキー場で開催予定。 

拡大は、祭典に来てくれていた家族が加入してくれた。春祭典に来た人も加入。 

行事のつながりを重視して広げている。 

ドルフィン：県の祭典は毎年クラブ行事と重なっている。 

毎月クラブ行事を組んでいる。 

12/2の忘年会、他からの参加も歓迎します。 

会員獲得では「大海を知らず」状態。 

個人的に知り合いの家族を祭典年始コースに誘いたいと考えている。 

スノーブリーズ：昨シーズンは会員のお孫さん２名加入があった。 

また、春祭典で長年参加の家族に声をかけ前向きに検討中。 

加入につなげたい。つながりを活かして加入を模索中。 

会員が行事に参加するだけのお客さん状態になっている。役割を持ってもらうこと大事

だと思うがなかなかできていない。 

今年は、指導員に３人チャレンジ表明しているので物理的な困難もあり全員とはならな

いが誕生させたいと思っている。 

 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

初級指導員養成理論、並びに初級指導員研修理論開催 
技術部 

 

11月 29日(日)、県事務所にて午前９時からは初級指導員

養成理論の講義、午後１時からは養成・研修合同での講義

を行った。 

初級指導員チャレンジの第一歩である養成理論には、ス

ノーブリーズの今井さん、橋本さん、それから悠遊の白井

さんの３名の参加であった。 

なお、新潟在住の橋本さんは新潟からのリモート参加で

した。 午前の養成風景 
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これに関東ブロックで養成を受けた悠遊の南さんを含め

て、今年は神奈川として４名が挑戦します。 

 

午後の研修参加の指導員は会場参加５人、リモート参加一

般１人の計６人の参加でした。 

講義(講師)は 

「スキー協の活動」と「組織運営と指導員の役割」を杉田

会長(新潟よりのリモート講義)が、 

「スキー事故の予防と対応」と「指導員規程の理解と運営」 

を吉越指導員が、 

「スキーの技術と指導法」を齋藤指導員が行いました。 

９時から 17時まで、休憩を挟んで熱心な講義が行われた。 

養成では必要単位数７時間、研修では２時間と効率的に講義を分担しながら必要な科目を終了した。 

講義は一方的なものではなく、スキー協の会員獲得のあり方とか、技術面での意見交換等、参加者

全員の意見を求められる活発な研修会であった。 

 

なお、今年から新たに指導員を挑戦する４名の方に皆さんからの応援、並びに各クラブの支援をお

願いいたします。 

 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

２０２３～２４シーズン 各クラブ行事予定 

 

ク ラ ブ 行事名称 日  程 会場(スキー場) 

神奈川県スキー協 オープニングフェスティバル 12月 16日～17日 志賀高原一の瀬 

スノーブリーズ クラブオープニング 12月 22日夜～24日  

モルゲンロート モルゲンサンタスキ― 12月 24日 ふじてんスノーリゾート 

神奈川県スキー協 第 57回スキー祭典正月コース 12月 30日夜～1月２日 オグナほたかスキー場 

スノードルフィン 年末年始スキー 12月 30日夜～1月２日 戸狩温泉スキー場他 

神奈川県スキー協 第 57回スキー祭典年始コース １月５日夜～８日 オグナほたかスキー場 

悠遊ＳＣ 栂池スキーまつり １月 14日～16日 つがいけマウンテンリゾート 

ＤＳＳＣ タングラムスキー １月 19日～21日 タングラムスキーサーカス 

スノードルフィン １月スキー １月 19日夜～21日 ひだ流葉スキー場 

スノーブリーズ クラブスキー １月 19日夜～21日 ネコママウンテン 

モルゲンロート モルゲン合宿 １月 20日～21日 会津高原たかつえスキー場 

悠遊ＳＣ 尾瀬岩鞍スキーまつり ２月７日～９日 志賀高原スキー場 

スノードルフィン ２月スキー ２月９日夜～12日 池の平アルペンブリックスキー場 

神奈川県スキー協 奥信濃アルペン２０２４ ２月 10日～11日 戸狩温泉スキー場 

ＤＳＳＣ スキーフェスティバル ２月 16日～18日 志賀高原・焼額山スキー場 

午後からの養成・研修合同 
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エルベＳＣ エルベフェスティバル ２月 16日～18日 丸沼高原スキー場予定 

悠遊ＳＣ 平日交流スキーIN越後湯沢 ２月 20日～22日 越後湯沢周辺のスキー場 

全国スキー協 全国競技大会 ２月 24日～25日 湯の丸スキー場 

神奈川県スキー協 初級指導員検定会 ３月２日～３日 戸狩温泉スキー場 

モルゲンロート モルゲンスキー ３月２日～３日 オグナほたかスキー場 

悠遊ＳＣ 志賀高原スキーまつり ３月３日～５日 志賀高原スキー場 

スノードルフィン ３月スキー ３月８日夜～10日 戸狩温泉スキー場 

関東ブロック 指導員検定会 ３月９日～10日 かたしな高原スキー場 

スノーブリーズ クラブスキー ３月 15日夜～ 18日 蔵王温泉スキー場 

全国スキー協 第 22回デモ選 ３月 16日～17日  

ＤＳＳＣ 日帰りスキー ３月 19日  

神奈川県スキー協 第 49回春スキー祭典 ３月 29日夜～４月１日 志賀高原・一の瀬スキー場 

神奈川県スキー協 第 16回神奈川スキー協ＣＵＰ 日程・会場調整中  

全国スキー協 全国技術部会 ４月 13日～14日  

スノーブリーズ クラブスキー ４月 19日夜～21日 かぐらスキー場 

スノーブリーズ ぽかぽかキャンプ ４月 26日夜～29日  

モルゲンロート モルゲン春スキー  かぐらスキー場 

ＤＳＳＣ クラブ春スキー   

スノーブリーズ 夏の企画 ７月 12日夜～15日  

※各スキー行事に変更が生じた場合は、変更箇所をスキー協(mail@kanagawaski.org)へメールに

て報告をお願いします。 
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